

























































































































































































解説した。ただし West は、Dover のペルシア語碑文に関する理解の間違
い等を指摘しながら、この行にはいくつかのペルシア語（の音）が認められ























































リシア語の候補として ἀπισσονα が浮上するのではないか(20)。最後の音 [a]
はペルシア語に特徴的な音として加えられているとすれば(21)、この [a] を取






























βαρβαρώτατον Θεῶν（神々の中で最も野蛮 =βάρβαρος な奴）と言うが



















ろう。つまり να, βαισατρευ と読むのである。この να に近い音は 1 行前の
ポセイドンの台詞に認められる。
Po. νὴ τὸν Ποσειδῶ ταῦτά γέ τοι καλῶς λέγεις.
ポセイドン　ポセイドン神に誓って、それはいい話だ。（1614）
ポセイドン神が「ポセイドン神に誓って」は笑えるが、この冒頭の句「小辞
の νή + 神の名の対格形」は強い断定、肯定を表す常套表現である。続いて
ヘラクレスが「私にもいいと思える（κάμοι δοκεῖ. 1615）」と返答し、ペイセ
タイロスはトリバロスに質問。トリバロスの返事が 1 行前のポセイドンの




ろこの台詞のおかしさは、Dunbar のテキストに採用されている Bayard の
読み να, Βαισατρευ, から明確になる。Bayard は να を副詞の ναί（「然り」
の意）の訛ったものとし、「ναι+ 人名の呼格」の常套表現を考える。そして
Βαισατρευ の β>π、αι>ει、α>ε、τρ>ταιρ、ευ>ε に置き換えることにより











Her. ὁ Τριβαλλός, οἰμώζειν δοκεῖ σοι;
ヘラクレス　おいトリバロス、お前さんは痛い目にあって呻くのがい
いか ?（1628）
Tr. σαυνακα / βακταρικρουσα.
トリバロス　サウナカバクタリクルーサ（1628–9）
ヘラクレスはトリバロスの言葉を、












ずである。Dunbar のテキストに従ってトリバロスの発した音の羅列を σαυ 
νακα / βακταρι κρουσα と区切ると(35)、いくつかのギリシア語らしき音が浮
上する(36)。後半の 2 語に関しては βακτηρία（棒）と κρούω（叩く）が候補
に挙がる。βακταρι は η>α の音韻変化が起こり、最後の ι のあとに活用語尾
があるべきだが、それが脱落した形と見做せばよい。κρουσα は σ の音から





とするのが自然だ。よって κρουσα は κρούσεις（お前は叩くだろう）の訛っ
たものであろう。σαυνακα はよりギリシア語から遠ざかるが、「お前は棒で
××を叩くのか（→疑問文と考える）」とトリバロスが言うなら、κρούω の
目的語が必要だ。Dunbar は σαυ を人称代名詞 σύ（お前）に、また νακα を
νάκην（毛深い肌）に置き換え「お前はそのこん棒でわしの毛むくじゃらな
体を叩くのか」と解釈する。トリバロスがある演技――例えば、ヘラクレス
を指差しながら σαυ と言えば、それは σύ のことだと理解されただろうし、
叩かれるのを避けようと、屈みながら νακα と言えば νακήν に聞こえただろ
う――と一緒にこの台詞を口にすれば、観客も彼の言わんとするところは聞







Pe. ἐν τῷ Τριβαλλῷ πᾶν τὸ πρᾶγμα. τί σὺ λέγεις;
ペイセタイロス　すべてはトリバロスしだいですね。さあ、あなたは
何とおっしゃる。




予測は困難ではない。καλανι は καλήν(39)、κοραυνα は κόρην、καὶ は正し
い ギ リ シ ア 語、μεγαλα は μεγάλην, βασιλιν (αυ) は βασιλείαν、ὀρνιτο は










シア語の否定辞は οὐ だ。これに近い音を探すならば、βασιλιναυ の αυ が見
50
つけられる。βασιλείαν の壊れた形を βασιλιν（–εια– を –ι– に置き換える）
と考えれば、βασιλιναυ は βασιλιν αὐ と区切られる。αὐ と οὐ が同じよう
に聞こえる可能性はある(42)。そうであるなら、トリバロスは「引き渡さな
い」と言ったのだろう。この –αυ がポセイドンの解釈の拠り所となる。ヘ


























































φ → π（1007、1086、1127、1190 の古注）、θ → τ（1001、1086 の
古注）、χ → κ（1089、1094、1127、1190 の古注）となる(48)。
（2） 語頭の有気音 [h] は発音されない(49)。
 3 語末の ‐ ν は落ちる（1097 の古注）(50)。
（4） 語末の –ς は落ちることがある(51)
b. 語形上の乱れ
 1 –εις（直説法 2 人称単数能動相の人称語尾）の –ε– は除かれ –ις と
なる（1083 の古注）(52)。
（2） 動詞の人称語尾が –ι になることが多い(53)。
53アリストパネス喜劇の外国人
（3）  名詞格語尾が、主格、属格、対格であれ –o になる傾向がある(54)。
（4）  名詞の性を無視する。例えば 1133 の μιαρὸς (adj. m) ἀλώπηξ (n. 
f.) や 1188 の καλὴ (adj. f) τὸ σκῆμα (n. neut.) など。
c. 文法上の乱れ
(1) 人称代名詞の格がでたらめに用いられている。σέ と言うべきとこ
ろで σοί と言い（1007）、σοῦ とあるべきところが σέ に（1126）(55)、
μέ のかわりに μοί（1176）、ὲμοί のかわりに ἐμέ（1193）が使われて
いる(56)。
(2)  他に動詞の態が間違うことがある。これはプセウダルタバスの台
詞（ληψει → λῆψι）にも認められた現象。mid. → act. の例として
は、βούλει → βοῦλις（βούλεις のつもり） 1005、χάρισαι → κάρισο 




























は (60)、スキタイ人に釘を弛めてくれるよう頼む（χάλασον τὸν ἦλον 1003）。
スキタイ人は「おら、そうちよう（ἀλλὰ ταῦτα δρᾶς᾿ἐγώ 1003）」と答えた
ものの、主人公が「なんて奴だ、お前ときたらさっきより打ち込んでいる
ぞ（οἴμοι κακοδαίμων, μᾶλλον ἐπικρούεις σύ γε. 1004）」と言っているとこ
ろから察するに、逆のことをしているらしい。スキタイ人の底意地の悪さ、
サディスティックな性格を伝える一場とも解釈できるが(61)、スキタイ人が



































や Kuster にはごめん被って、私は πόστη と修正する」としたのは Brunck
である。πόστη は πόσθη（男根）の訛った形で、その dim. の πόστιον（これ
また πόσθιον の訛った形）はスキタイ人が口にしている単語だ(65)。Brunck








Henderson も採用している(68) Sommerstein の提案する修正は κύστο より
納得がいく。彼は σκῦτο を σῦκο と修正した(69)。σῦκο の –o は b–(3) の「ス
キタイ人の用いるいい加減な名詞語尾」である。よって τὸ σῦκο は σῦκον








合であれ –o になることを認識している。したがって、συκο は彼らにとっ



















To. καλό γε τὸ πυγή. κλαῦσ᾿ ἔτ᾿, ἢν μὴ᾿νδον μένῃς.(73)
   　[. . . . . . .] (74)











To. ἀλλ᾿οὐκ ἔκὠδέν. ἀλλὰ τὸ συβήνην λὰβε.
スキタイ人　一銭もねえんだ。かわりに sybene を取れ。（1197）
前半部分に関しては大方のテキストは一致した読みを載せている(76)。συβήνη
に関しては、R は συμβήνην なる語を載せているが、これは συβήνην の書
き間違いだろう。この行につけられた古注には、この語の語義解説として：
τὴν τοξοθἠκην. συβήνη αὐλοθήκη. λέγουσι δὲ καὶ τὸν φαρετρεῶνα συβήνην
（弓を収めるケース。συβήνη とはアウロス（笛）のケースのこと。また矢筒






















































































 （5） Il. 2, 804ff. や 4, 346ff. に は 異 国 言 葉 へ の 言 及 が あ る。 ま た 2,867 の
βαρβαρόφωνος なる形容詞からも、作者の非ギリシア語への意識が伺える。









れた可能性を示唆している（Colvin, p. 84 を参照のこと）。
 （8） 114ff. のディカイオポリスの台詞を根拠として使節団がアテナイ人の変装し
たものだとする研究者は多い（ 例 え ば Whitman, p. 60, Henderson, p. 59, 











 (9) この音の並び（写本Α、Γの伝える読み）は ἰαρταμαν ἐξαρξαν ἀπισσονα 





とした試みに Naber がいる。彼の提案は δι᾿ Ἀρταβάνου Ξέρξ᾿ἀπιστάναι 




Starkie, p. 245, excursus Ⅲを参照のこと。 
 (11) Van Leeven は こ の 箇 所 の 注 で、verba vere Persica inde efﬁcire inque 
integram sententiam conjungere velle, id cum ratione insanire est 
profecto. と言っている。
 (12) Starkie はその具体的な例として Shakespeare を引き合いに出し「（彼の時代
には）フランス人を登場させるなら、その者にあえてでたらめの台詞を語ら
せることはなかったろう」というが、これがアリストパネスにも当てはまる
ことなのかの保証はない（Starkie, comment. ad loc.）。
 (13) Starkie, excursus III. Chodzkiewicz に従えば、この行の意味は、Le magniﬁque 
Xerxes ecrire a la seigneurie? となる。
 (14) Dover (2) pp. 289f を参照のこと。








解は傾聴に値する（Chiasson, p. 132, n. 8 を参照のこと）。
 (17) この行に「何かしらのギリシア語が隠れているのでは ?」という前提に立っ
た探求も行われた。Aveline は、ペルシア人のギリシアに対する支配欲とプ
セウダルタバスの外見が軍船に似ていることを視野に入れながら、ἰαρταμαν
には ἀρτέομαι という動詞が、また έξαρξαν には έξάρχω のアオリスト形





 (19) ἀλαζονεύμασι (63) , ἀλαζονευμάτων (87), ἐφενάκιζες (90)
 (20) Α、Γの読みに従う。
 (21) 13 音節中、9 音節に [a] が認められる。また、άπισσονα の –σσ– もペルシア
人の名前によく出てくる音である。





 (24) 最初の 3 語に関しては、οὐ λήψει τὸ χρυσόν が正しいギリシア語である。
















 （28） これ以外に、μαβαισατρευ, βαβαὶ σατρευ（βαβαί は「おや」と言った驚きを
伝える間投詞）、 βαβακατρευ（これは Suda に認められる）などの読みを写本
は伝えている。
 （29） Hdt.4. 49, 2 に言及あり。
 （30） 1596–1615。
 （31） Brunck はこの行（1615）への注で、ridiculi causa barbarum deum barbare 
loquentem indicit と言っている。この解釈をさらに明確に主張したのは
Whatmough である。彼は ne のあとに続く神の名として ‘That name, I now 
see, is the Thracian epithet of Zeus Belsourdos’ を挙げ、‘Read, therefore, νὴ 
Βελσοῦρδον’と言う（Whatmough, p. 26 を参照のこと）。しかし、神の名が
わかったからと言って、それがどうしておかしいのかは理解できない（そも
そも Whatmough の自信の根拠はよく解らない）。νή を να となまった点が




ロスは μά を今度は βα（あるいは βαι）と大きく外し、そのちぐはぐさが笑い
の源になった、とは考えられないだろうか（よって 1615 は、ναὶ βα ἰσατρευ
と区切り、写本に伝えれれる να ないし μα を ναὶ と修正する）。ただし、そ
の場合には、ἰσατρευ あるいは σατρευ という音が神の名であり得ることを証
明しなければならないが……。  









 （34） Dunbar は Dobree の 読 み（φησί μ᾿εὖ λέγειν πάνυ）を 採 り、He says I’m 
quite right. と解釈するが、写本の読みに従い‘εὖ λέγειν πάνυ’はトリバロ
スの言葉の解釈と考える。「まったくいい話だ」の訳は Dunbar の 1124 の訳
を利用した。
 （35） σαυ νακα と区切ったのは Van Leeven、βακταρι κρουσα の区切りは写本Γ
U に認められる。
 （36） 以下の解釈は Dunbar に拠る。
 （37） 韻律上、単音節が必要なためか。
 （38） κρουσα の –α が一人称の語尾だとするなら――何人称なのかはまったくわか
らない――トリバロスの台詞はヘラクレスの恫喝に対する反撃となる。つま





σαυνακα を σαυνα–κα と区切り、σαυνα を σῶμα の訛った形、κα を Doric で
の小辞 ἄν、κρουσα を直説法アオリスト一人称単数形 ἔκρουσα の壊れた形と
すれば「俺だって（お前の）体を、その棒で叩けたのに」という反実仮想文
を読むこともできるが……。
 （39） R の伝える読みは καλαν と、より καλήν に近い。
 （40） [th] が [t] と発音されるのは Thesm. でのスキタイ人の台詞にも繰り返し現わ
れる現象である。つまり、アリストパネスはトラキア系の種族は無声帯気音
を発音できないと考えているが、事実に基づくことなのかは不明。
 （41） καλὴν κόρην καὶ μεγάλην βασιλείαν (αὐ) ὄρνιθι παραδίδωμι. とすれば「私は
鳥に美しき娘にして偉大な女王を引き渡す」となる。
 （42） Van Leeven は αὐ を οὐ に修正し、トリバロスの発言が否定文であるのを明
白にしている。







 （45） Brunck は字句の修正に際して、韻律の矯正を視野に入れながら、それを行
わねばならないとしている（comment. ad 1001）。
 （46） 本論では古注（scholia）は、Dubner を使用した。
 （47） ス キ タ イ 人 の 台 詞 に 認 め ら れ る「 逸 脱 の 規 則 性 」 に 関 し て は、Col-
vin (pp.290f.), Willi (1) (p. 19), Willi (2) (pp. 142–145), Austin-Olson 
(pp.308f.) に詳しい。
 （48） φ→πは 1103 の κεφαλή にも起こらねばならないが、R では正しいつづ
りが残る。これを規則にしたがって κεπαλή としたのは Brunck。1118 の
φαίνεται は正しく（?）παίνεται とある。
 （49） 近代のテキストでは「語頭の有気音 [h] は発音されない」が確認されるが、
R に残る有気音の無視は 1111 の ἀμαρτωλή のみである。ἱκέτευσι (1002), 
ἵνα (1007), ἡ(1092), ὡς (1180, 1185etc) の [h] を取り去ったのは Brunck 
(praeterea e Scythae sermone aspiratio abesse debat.)。
 （50） 1005 の μᾶλλον は、R では正しい形が現われている。これを μᾶλλο とした
のは Bentley。
 （51） πανοῦργο (ς) 1112、 κῶμό (ς) τις 1176.
 （52） sch. ad 1083 χωρὶς τοῦ ε γράφεται–ται· ὁ γὰρ Σκύθης βαρβαρίζει. こ の 結
果、λαλεῖς は λαλῖς となっているが、R の 1087 には λαλεῖς とある。古注の
規則に従って、1087 の λαλεῖς を λαλῖς に変更したのは Dindorf。1089 の
κακκάσκι を Fritzsche に従って κἀκκάσκις と読めば、同じ現象が認められる。
 （53） – ιはさまざまな人称語尾の代わりとして用いられる。Austin–Olson のテキ
ストの読みに従えば、以下の箇所にこの傾向が現われる。(R）は写本 R の読
み。それ以外は（　　）の中の研究者が規則性に基づいて修正したもの。1st, 
sing. ind. pres. act = 1104 λέγι (R), 1st, sing. ind. fut. act. = δρᾶσι 1003 
(Voss), 1216 (Blaydes), ζηλῶσι 1118 (Fritzsche), κωλῦσι 1179 (R), δῶσι 
1196  (R), μεμνῆσι 1201(R), 1st. sing. subj. aor. act. = ᾿ξινίγκι 1007(R), 
2nd. sing. ind. pres. act. = λέγι 1102 (R), 2nd. sing. imper. pres. act. = 
68
οἰμῶξι (Brunck), 2nd. sing. ind. fut. act. = κλαῦσι 1187 (R?), λαλῆσι 1108 
(Brunck), πιλῆσι 1190 (Porson), 2nd. sing. ind. fut. pass. =μαστιγῶσ᾿ 1125 
(ed. pr.), 2nd. sing. subj. aor. act = ἰκετεῦσι 1002 (Brunck), 3rd. sing. ind. 
pres. act. ἀνεγεῖρι 1176 (Brunck), 3rd. sing. imper. aor. act. = μελετῆσι 
1179 (R), 3rd. sing. imper. aor. pass. =ὀρκῆσι 1179(R), 3rd. sing. ind. perf. 
pass. = καταβεβινῆσι 1215 (Austin–Olson), 3rd. sing. ind. fut–perf. pass. = 
ἀποκέκοψι 1127 (Brunck)
 （54） γραμματέο 1103 （属格として）、 κλέπτο καὶ πανοῦργο 1112 （主格として）、
γέροντο 1123 （対格として） etc.
 （55） R の 読 み は τὸ κεπαλῆς ἄρα と あ る が、 こ れ を Brunck に 従 い τὸ κεπαλή 






 （57） Brunck の修正による読みに従う。R の読みでは κάρισος οὐ とあるが、これ
を κάρισο σὺ とする。
 （58） 1083 の古注は λαλῖς とあるべき理由を言っている（注 52 を参照のこと）が、
1083 が λαλῖς になったのは、あとからの書き替え。





 （60） この刑罰に関しては、Austin–Olson の 930–1 への注を参照のこと。
 （61） Austin–OLson の 1002–3 への注を参照のこと。
 （62） Sommerstein のこの行への解釈に従った。
 （63） 前年に上演されたエウリピデスの悲劇『アンドロメダ』のパロディーがこの
場面になっている。
 （64） 最新の Wilson のテキストも Scaliger の修正にしたがっている。ほかに、
Austin-Olson, Coulon, Van Leeven らのテキストも同様である。
69アリストパネス喜劇の外国人
 （65） 1188に καλὴ το σκῆμα περὶ τὸ πόστιον とある。πόσθη, πόσθιλν は他に、254, 
515でも使われている。スキタイ人にπόστηと言わせるおかしさは、この語が、
大人のというよりは子供の男根を意味することにある。彼の男根が小さかっ
たはずはない。πόσθη に関しては、Henderson (2), p.109 を参照のこと。
 （66） Brunck の修正に与して、勝手な想像を働かせるなら、①アリストパネスは





を転写する者が行間の σκῦτο (ς) を間違って πόστη の代わりに本文に紛れ込
ませ、代わって πόστη が弾き飛ばされということが起こった、と考えられる
（Austin-Olson の仮説を修正した）。
 （67） Austin-Olson は 1113–4 の注で、the solecism is simply another sympton 
of his limited command of Greek. と言っている。
 （68） Henderson (1) による、1114 の英語訳は lookit that ﬁggie: となっている。
 （69） この修正の妥当性（σκυτ– を συκ– にする）に関しては、Sommerstein の
1114 への注を参照のこと。Nub. 880 に同様な修正を提案する向きもあるが、
Dover は消極的である（Dover (1) comment. ad 880 を参照のこと）。





して 1132 で退場する。1160 で登場したときには遣り手婆に変装していたは
ずだが、コロスはそれを遣り手婆とは思わず、エウリピデスだと認識して対
話する。ところがスキタイ人は彼を老婆だと見ている。1172 から 1176 の間
で更なる変装があったはずだが、それがどのように行われたのかはよくわか








 （73） この行の後半は Austin-Olson の修正に従った読み（1088 でも R の読み
κλαύσαιμι を同様な読みに修正している）。R には κλαῦσι εἰ γ᾿ἂν . . . .. とあ
るが εἰ のところが韻律上、おかしい。修正の提案としては、κλαῦσι γ᾿, ἢν 
μὴ. . . . .（Bentley の修正。Sommerstein, Van Leeven が採用。Wilson もこの
読みに従おうとしているようだが、この行にミスプリントあり）、κλαῦσι, ἢν 
μὴ. . . . .（Blaydes の修正。Coulon が採用）がある。Brunck はこの行をエウ
リピデスの台詞と見做し、κλαύσετ᾿ ἂν μὴ᾿ νδον μένῃ. とする。
 （74） ト書きの類とされ、Ellebodius によって削除されている。この行を残すべき
か、削除すべきかに関する議論については、Dover (3) pp.208f.を参照のこと。
 （75） Sommerstein のト書きに従う。
 （76） Van Leeven は ἔκω δέν とし、その注に δέν とは οὐδέν のこととある。意味
は変わらない。
 （77） συβήνην は Suda 1273 でも確認できる。Blaydes, Brunck は συβίνη (ν) と
しているが――この読みは Van Leeven や Coulon のテキストで採用されて
いる――、これは 1215 の καταβινεῖν との地口を視野に入れての「訛り形」
であろう（スキタイ人ゆえの訛りとは別種のものである）。
 （78） ｢ズボン」を意味するギリシア語はある。Hdt.1.71 にはスキタイ人の穿くズ





 （79） R の読み συμβήνη は明らかな書きしそんじだろうが、συμ（一緒にを意味す
る前置詞）は συβήνη に二本のアウロスが収納されることを示唆しているよ
うにも見える。
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